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９
月
25
日（
月
）、旧
消
防
署
裏
で

行
な
わ
れ
た
稲
刈
り
体
験
。

�

（
清
湖
小
学
校
の
み
な
さ
ん
）

今年も豊作 !!
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9月会議
5日～22日

平
成
29
年
内
灘
町
議
会
9
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
補

正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
、
人
事
案
件
な
ど
計
25
議
案

を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

コミュニティバス� 増便に向け準備

補
正
予
算�

（
全
員
賛
成
）

一
般
会
計
（
第
３
号
）

１
億
４
７
９
４
万
２
千
円
を
追
加
、
総
額

１
０
８
億
４
２
１
４
万
２
千
円
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
１
号
）

35
万
５
千
円
を
追
加
、
総
額
２
億
４
６
２

５
万
５
千
円
。

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

３
３
６
１
万
７
千
円
を
追
加
、
総
額
18
億

６
３
６
１
万
７
千
円
。

条
例
改
正�

（
全
員
賛
成
）

※
条
例
名
は
一
部
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
条
例

過
料
規
定
の「
第
１
号
被
保
険
者
」を「
被

保
険
者
」
に
改
正
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

総
合
事
業
導
入
に
伴
う
引
用
条
項
の
整
理
。

包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

引
用
条
項
の
整
理
と
主
任
介
護
支
援
専
門

員
の
基
準
を
改
正
。

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
を
定

め
る
条
例

「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
の
人
員
、
設

備
の
条
文
追
加
と
「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」

を
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」

に
改
正
。

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

効
果
的
な
支
援
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
地
域

と
の
連
携
等
の
条
文
追
加
と
「
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
」
を
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
」
に
改
正
。

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
効
果
的
な
支
援

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
が
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
訪
問
看
護
計
画
等

の
提
出
を
求
め
る
条
文
と
、
関
係
者
で
構

成
さ
れ
る
会
議
か
ら
協
力
の
求
め
が
あ
れ

ば
、
協
力
に
努
め
る
条
文
を
追
加
。

専
決
処
分�

（
全
員
賛
成
）

一
般
会
計
（
第
２
号
）

内
灘
海
水
浴
場
設
置
運
営
費
３
６
０
万
円

を
追
加
、
総
額
１
０
６
億
９
４
２
０
万
円
。

コミュニティバス
準備費用
� 759万円

サイクリングターミナル
増築工事契約の締結
� 1億4774万円

新ルートに係る時刻表印刷や
バス停等改修など
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未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

�

（
全
員
賛
成
）

平
成
28
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
１
８
７
２
万
３
２
６
０
円
の
う
ち

１
８
０
０
万
円
を
減
災
積
立
金
に
積
立
て

残
余
を
繰
り
越
す
。

請
負
契
約
の
締
結�

（
全
員
賛
成
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
増
築
工
事

（
建
築
工
事
）

契
約
金
額�

１
億
４
７
７
４
万
円

�

株
式
会
社　
豊
蔵
組

人
事
案
件�

（
全
員
賛
成
）

公
平
委
員

	

浜
田
　
　
寛 

氏　

（
再
任　
西
荒
屋
）

教
育
委
員

	

北
川
八
千
惠 

氏　

（
再
任　
向
粟
崎
）

	

中
村
　
　
壽 

氏　

（
再
任　
大
根
布
）

コミュニティバス� 増便に向け準備

そ の 他 の 主 な 事 業
・労働者派遣委託料� 700万円

産前産後休暇・育児休業を取得する職員の増加。

・宮坂学童保育クラブ引越費用� 48万円
・公的病院等運営費補助金� 1億円

救急医療の確保と地域医療充実のため、 
金沢医科大学病院に運営費を助成。

・高齢者住宅リフォーム助成金� 100万円
見込みより申請件数が多いため増額。

・海岸と内灘駅周辺にぎわいづくりの�
検討委員会設置�

30万円

・畑地かんがい施設修繕料・光熱水費� 240万円
漏水による電気料の増額と経年劣化で腐食した 
配水管の修繕。

・商業振興協同組合10周年�
記念事業補助金�

30万円

・海岸清掃業務委託料� 100万円
海岸に漂着するごみの増加に対応。

・大会出場補助金� 200万円
北信越、全国大会への出場の増加。

・小学校施設修繕費� 200万円
電気設備、プールろ過設備等の修繕。

・公民館施設改修工事� 44万円
千鳥台公民館耐震改修工事の実施にあたり、 
仮設事務所を敷地内に設置。

・創業支援事業補助金� 284万円
空き家、空き店舗を活用して創業した事業者へ 
費用および家賃の補助。申請件数の増加。

緑台地区地域防災センター整備
� 1585万円

　調査設計等委託料� 735万円
　旧緑台保育所解体費用� 850万円

5 うちなだ議会だより  第131号　平成29年11月2日



１．�指定金融機関のサービス向上を�
働きかけるべき

　町が地方債の借入や定期預金を行う際、有
利な利率で協力するよう働きかけを。

２．�「展望温泉ほのぼの湯」の�
使用料の見直しを図るべき

　リニューアル前より施設管理費用が増加す
ることを踏まえ、施設の有効活用と合わせて
入浴料の見直しを。

３．�地元事業者に対する�
支援の充実を図るべき

　創業支援はもとより、従来から存続する地
元事業者に対する支援の充実を。また、創業
支援補助金の返還は保証人をとることを要綱
に盛り込む検討を。

４．�LEDによるライトアップの�
調査をすべき

　内灘大橋ライトアップ用の LEDは２年前
の価格より安価になっていることも想定され
るため、再度調査を。

５．�風力発電施設の将来像を検討すべき
　今後、維持管理費も増加することが想定さ
れるため、他自治体の動向を調査し、将来的
にどうするかの検討を。

６．�自己水の確保を検討すべき
　県及び金沢市から上水の供給を受けている
が、災害時などに備えて自己水確保のための
調査、検討を。

施設利用料金の� 見直しを
４月から翌年３月までの１年間に入っ
たお金と使ったお金を精算することだ
よ。議会では、使ったお金の効果を評
価し、認定するよ。決算は次年度以降
の予算に反映させるために重要だよ。

決算ってなあに ？？

特別会計決算

会計名 収入額 支出額

公共下水道事業 15億6878万円 15億6871万円

新エネルギー事業 4851万円 4850万円

国民健康保険 32億703万円 34億1424万円

後期高齢者医療 2億4778万円 2億4762万円

介護保険 17億9744万円 17億9590万円

水道事業会計決算

区分 収入額 支出額

収益的収入及び支出 5億7208万円 5億4555万円

資本的収入及び支出 9952万円 1億6130万円

町民１人あたりの費用

40万9890円（一般会計）
（前年度34万5799円）

このように使われました
民生費

15万1547円
土木費
4万9921円

教育費
5万9738円

総務費
4万7706円

借入金の返済
3万5225円

衛生費
3万1996円

消防費
1万910円

議会費
4911円

商工費・労働費・その他
1万3992円

農林水産業費
3944円

決算特別委員会の
指摘事項

米田 一香　川口 正己　中川 達　夷藤 満
◎生田 勇人　〇七田 満男

（◎…委員長、○…副委員長）

決算特別委員会

ナディ
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町税
26億4591万円
（23.7％）

町税
26億4591万円
（23.7％）

地方交付税
24億74万円
（21.5％）

地方交付税
24億74万円
（21.5％）

国庫支出金
16億888万円
（14.4％）

国庫支出金
16億888万円
（14.4％）

借入金
20億6703万円
（18.5％）

借入金
20億6703万円
（18.5％）

県支出金
6億7339万円
（6.0％）

県支出金
6億7339万円
（6.0％）

諸収入 2億9977万円（2.7％）諸収入 2億9977万円（2.7％）
地方消費税交付金 4億2736万円（3.8％）地方消費税交付金 4億2736万円（3.8％）

分担金及び負担金 2億1237万円（1.9％）分担金及び負担金 2億1237万円（1.9％）

繰入金
4億9601万円
（4.4％）

繰入金
4億9601万円
（4.4％）

その他 3億5453万円（3.1％）その他 3億5453万円（3.1％）

収 入
（一般会計）

支 出
（一般会計）

110億1948万円111億8599万円

民生費
40億7418万円
（37％）

民生費
40億7418万円
（37％）

土木費
13億4207万円
（12.2％）

土木費
13億4207万円
（12.2％）

教育費
16億599万円
（14.6％）

教育費
16億599万円
（14.6％）

借入金の返済
9億4698万円
（8.6％）

借入金の返済
9億4698万円
（8.6％）

総務費
12億8254万円
（11.6％）

総務費
12億8254万円
（11.6％）

衛生費
8億6017万円
（7.8％）

衛生費
8億6017万円
（7.8％）

消防費
2億9330万円
（2.7％）

消防費
2億9330万円
（2.7％）

商工費 1億4057万円（1.3％）商工費 1億4057万円（1.3％）

農林水産業費
1億603万円（0.9％）
農林水産業費
1億603万円（0.9％）

労働費 892万円（0.1％）労働費 892万円（0.1％）

諸支出金 2億2672万円（2.0％）諸支出金 2億2672万円（2.0％）

議会費 1億3201万円（1.2％）議会費 1億3201万円（1.2％）

平成 29 年度決算特別委員会を設置し、平成 28 年度事業成果を審査しました。
一般会計、各特別会計の歳入歳出決算認定と水道事業会計の剰余金は、6 件の指
摘・要望をつけてすべて原案のとおり認定しました。

町民一人あたりの借金

41万7454円 （一般会計）
前年度　37万1930円

町民一人あたりの貯金

5万2435円 （一般会計）
前年度　6万285円

平成29年3月末人口　26,884人　前年度より13人減

施設利用料金の� 見直しを平成28年度

決算

一般会計決算

一般会計の借金と貯金

28年度末 27年度末 26年度末

一般会計町債の計 112億2286万円 100億379万円 99億6070万円

一般会計基金の計 14億967万円 16億2149万円 15億3607万円
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指
定
金
融
機
関

問 

銀
行
か
ら
の
借
入
に
役
場
の
指

定
金
融
機
関
は
協
力
し
な
い
の
か
。

答 

入
札
は
町
内
全
支
店
・
金
融

機
関
に
対
し
照
会
を
し
て
入
札
結
果

で
一
番
利
率
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
借

入
れ
を
し
て
い
る
。
町
の
指
定
金
融

機
関
は
役
場
敷
地
内
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
も

引
き
払
っ
て
お
り
、
利
便
性
向
上
と

合
わ
せ
、見
直
し
の
時
に
相
談
す
る
。

内
灘
大
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

問 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
一
個
で
あ
ら
ゆ
る

色
に
変
化
で
き
る
オ
ー
ト
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
が
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
数
年
前

は
と
て
も
高
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

電
球
と
変
わ
ら
な
い
値
段
に
な
っ
て

い
る
。
再
度
積
算
し
て
は
ど
う
か
。

答 

平
成
28
年
５
月
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

更
新
し
た
場
合
約
２
億
円
か
か
る
と

報
告
し
た
。
現
在
ど
う
い
う
市
場
状

況
な
の
か
確
認
し
た
い
。

創
業
支
援
事
業
補
助
金

問 

元
々
、
町
で
商
売
を
し
て
い

る
業
者
に
は
あ
ま
り
支
援
せ
ず
、
新

規
の
方
た
ち
ば
か
り
に
手
厚
く
し
て

い
る
の
は
お
か
し
い
。

答 

現
状
は
町
内
で
も
町
外
で
も

新
規
に
創
業
し
た
方
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
町
外
の
人
の
取
り

扱
い
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
た
い
。

町
外
の
人
を
入
れ
る
か
、
ま
た
町
内

の
人
が
事
業
を
拡
大
す
る
時
に
対
象

に
す
る
の
か
の
２
点
を
検
討
す
る
。

問 

店
を
や
め
た
場
合
、
補
助
金
の

返
還
は
ど
う
な
る
の
か
。
担
保
や
保

証
人
は
。ま
た
、過
去
に
あ
っ
た
の
か
。

答 

過
去
に
２
件
あ
っ
た
。
現
在

は
３
年
間
の
義
務
付
け
で
、
期
間
内

に
や
め
た
場
合
は
補
助
金
の
返
還
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
要
綱
に
な
っ

て
い
る
が
、
担
保
は
と
っ
て
お
ら
ず

誓
約
書
だ
け
。

備
蓄
食
料

問 

防
災
対
策
事
業
で
食
料
等
の

備
蓄
が
減
少
し
て
い
る
理
由
は
。
今

後
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
の

時
に
、
備
蓄
の
大
半
を
被
災
地
に
送

り
、
不
足
分
を
大
量
に
買
い
足
し

た
。
そ
の
消
費
期
限
が
３
年
～
５
年

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28
度
末
に
５

年
の
消
費
期
限
を
迎
え
た
も
の
が
大

量
に
あ
っ
た
。
今
後
は
平
準
化
し
て

毎
年
少
し
ず
つ
買
い
足
し
て
い
く

つ
も
り
で
一
時
的
に
減
っ
て
い
る
。

１
万
２
千
食
前
後
を
目
途
に
大
体

２
千
食
ず
つ
買
い
足
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。

CHECK!

決
算
特
別
委
員
会
質
疑

は
ど
う
使
わ
れ
た
？

税
金
税
金

どうなったかな？ 平成 27 年度決算の主な指摘事項

 宿泊施設の誘致は最重要課題として取り組むべき
→�宿泊施設誘致に向け積極的に情報収集・情報提供に努
めている。平成29年度にサイクリングターミナルを増
築する。

 町民夏まつりの開催場所は蓮湖渚公園等への 
変更を検討すべき
→�平成29年の町民夏まつりは会場を蓮湖渚公園に変更し
開催し約26000人の来場者で賑わった。

 水産資源を守り育てブランド化を検討すべき
→�水産資源として二枚貝の復活を目指し、内灘町漁協が
主体となって平成29年5月にコタマ貝（アサリ）300
㎏を放流した。事業継続をしたい。

 公民館の耐震改修を急ぐべき
→�地区公民館の耐震改修工事は計画的に実施しており、
平成29年度は千鳥台公民館、平成30年度は緑台公民
館を実施予定。

 小規模多機能型居宅介護事業所の 
早期再開を働きかけるべき
→�平成28年5月から休止となっていた「汐音うちなだ」
は同年12月から事業再開している。今後も事業所と連
携・協力し、サービス利用者の増加に取り組む。
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現
在
、金
沢
市
大
手
町
に
あ
る
夜
間
急
病

診
療
所
が
金
沢
市
駅
西
に
移
転
す
る
。広
域

で
共
同
運
営
す
る
の
は
小
児
科
の
み
で
、内

科
は
金
沢
市
が
管
理
運
営
す
る
。小
児
外
科

は
な
い
。

　��

子
ど
も
た
ち
が
救
急
車
に
乗
っ
た
ら
、

こ
こ
に
搬
送
さ
れ
る
の
か
。

　

 �

町
内
で
の
救
急
は
金
沢
医
科
大
学
に
行
く

が
、夜
間
で
小
児
専
門
医
が
い
な
い
場
合
な

ど
、必
要
に
応
じ
て
は
行
く
こ
と
も
あ
る
。

　��

施
設
管
理
に
か
か
る
費
用
は
。

　

 �

移
転
改
修
費
は
金
沢
市
が
全
額
負
担
。今

後
の
運
営
に
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

広
域
市
町
で
按
分
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　�

町
負
担
の
見
込
み
は
。

　
 �

周
知
啓
発
に
要
す
る
経
費
は
、２
万
３
千

円
、管
理
運
営
費
は
１
万
３
千
円
の
見
込
み
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　��

教
職
員
の
時
間
外
労
働
の
報
告
実
態
は

学
校
に
い
る
時
間
の
み
で
、
そ
れ
以
外
に

も
仕
事
の
持
ち
帰
り
が
あ
る
と
聞
く
。
教

職
員
調
整
額
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
内

灘
町
は
ど
う
か
。

　

 �

教
職
員
調
整
額
と
は
教
員
は
学
校
で
の
勤

務
時
間
外
に
も
児
童
生
徒
の
こ
と
で
対
応
す

る
こ
と
が
あ
る
。そ
の
た
め
の
手
当
で
、一
律

４
％
。残
業
代
は
な
い
。

　��

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
体
制
は
。

　

 �

管
理
職
に
よ
る
指
導
や
管
理
、ま
た
全
教

職
員
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
お

り
産
業
医
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
あ
る
。

問答問答問答

問答問答

　
平
成
27
年
４
月
よ
り
始
ま
っ
た
、創
業
支

援
事
業
補
助
金
で
、こ
れ
ま
で
11
件
の
新
規

補
助
を
行
な
っ
て
い
る
。適
正
に
継
続
し
て

い
く
よ
う
委
員
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
。

　��

創
業
間
も
な
く
廃
業
し
た
場
合
、
返
還

な
ど
を
求
め
な
い
の
か
。

　

 �

平
成
29
年
４
月
よ
り
返
還
規
定
を
盛
り
込

ん
だ
。

　��

財
源
は
国
や
県
の
補
助
金
な
の
か
。

　

 �

初
年
度
は
国
の
補
助
を
受
け
た
が
、そ
れ

以
降
は
町
の
一
般
財
源
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

海
水
浴
場

　��

町
運
営
の
海
水
浴
場
、
好
評
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

 �

「
綺
麗
だ
っ
た
」「
家
族
連
れ
で
楽
し
め
た
」

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　��

ご
み
問
題
は
あ
っ
た
と
思
う
が
。

　

 �

ご
み
箱
を
設
置
し
な
か
っ
た
が
、不
法
投

棄
は
例
年
の
半
分
以
下
だ
っ
た
。

宮
坂
地
区
の
階
段

　��

冬
場
の
積
雪
時
な
ど
、
安
全
対
策
は
。

　

 �

除
雪
は
地
元
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

滑
り
止
め
対
策
も
施
す
。

問答問答問答問答

問答

文教福祉
常 任
委 員 会

総務産業
建設常任
委 員 会

小
児
初
期
救
急
医
療
共
同
運
営

施
設
の
全
体
像
は

創
業
支
援
の
補
助
金
に

返
還
規
定
は平成

29
年
度
よ
り
設
け
た

白帆台小学校への新たに設置される通学路（宮坂）

平成 28 年は 700 件出動

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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請 願 と
審 査の

意 見 書

意
見
書

〇
提
出
議
員	

夷
藤　
　
満

〇
賛
成
議
員	

中
川　
　
達

	

川
口　
正
己

要 

旨

　
道
路
は
住
民
生
活
や
経
済
・
社

会
活
動
を
支
え
る
最
も
重
要
な
社

会
資
本
だ
。「
道
路
整
備
事
業
に
係

る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
29
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
で
国

か
ら
の
補
助
率
等
が
嵩
上
げ
さ
れ

て
い
る
。

　
迅
速
か
つ
着
実
な
道
路
整
備
の

推
進
に
よ
り
「
安
全
・
安
心
の
確

保
」「
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
成
長

力
の
強
化
」
を
実
現
す
る
た
め
、

平
成
30
年
度
以
降
も
道
路
財
源
に

係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
を

継
続
し
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備

の
補
助
率
等
の
拡
充
、
道
路
関
係

予
算
所
要
額
確
保
を
国
に
求
め
る
。

議　案
氏　名

米
田　
一
香

磯
貝　
幸
博

七
田　
満
男

太
田　
臣
宣

生
田　
勇
人

川
口　
正
己

藤
井　
良
信

恩
道　
正
博

北
川　
悦
子

夷
藤　
　
満

清
水　
文
雄

中
川　
　
達

南　
　
守
雄

道路整備事業に係る補助率等嵩上げ措置の継続を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × 〇 〇
〇は賛成、×は反対、－議長は採決に参加しません。

審議結果一覧 9月会議で
　賛否の分かれた議案一覧

可 

決

道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率
等

嵩
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書

（
賛
成
11
人
、
反
対
１
人
）

　
今
年
度
、
県
内
外
か
ら
の
視

察
依
頼
が
相
次
い
で
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
他
市
町
村
と
の
活

発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

◆
北
海
道 

中
標
津
議
会

５
月
16
日

合
葬
式
墓
地

◆
石
川
県 

加
賀
市
議
会

５
月
22
日

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
運
用

◆
埼
玉
県 

本
庄
市
議
会

６
月
26
日

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
運
営
・
維
持
管
理

◆
兵
庫
県 

播
磨
町
議
会

７
月
６
日

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行

◆
山
梨
県 

町
村
議
会
議
長
会

８
月
23
日

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行

◆
宮
崎
県 

綾
町
議
会

８
月
25
日

子
育
て
支
援
施
策

◆
群
馬
県 

昭
和
村
議
会

10
月
17
日

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行

◆
山
形
県 

南
陽
市
議
会

10
月
23
日

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行

◆
福
岡
県 

川
崎
町
議
会

10
月
25
日

・ 「
ミ
ル
ク
王
国
う
ち
な
だ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
６
次
産
業
化
支
援
事
業

よ
う
こ
そ

視
察
受
入
状
況
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七田　満男	…………………………… 12
・北朝鮮による弾道ミサイル発射への対応は
・民泊について ほか1問

生田　勇人	…………………………… 13
・北部開発について
・地域防災力の強化について

清水　文雄	…………………………… 14
・教職員の長時間労働について
・内灘海岸コンフォモール内灘の賑わい創出にむけた
「道の駅」化を提案する ほか1問

米田　一香	…………………………… 15
・出産後の赤ちゃんの検査費用
・災害備蓄管理体制の構築と地域防災力の強化について
� ほか3問

夷藤　　満	…………………………… 16
・自動車運転免許証返納者に対する町コミュニティバ

ス無料化について
・アスベスト問題について ほか2問

北川　悦子	…………………………… 17
・高齢になっても安心して暮らすために
・道徳の教育化をどうすすめていくのか ほか3問

太田　臣宣	…………………………… 18
・小学校の大規模改修について
・創業支援について ほか2問

磯貝　幸博	…………………………… 19
・DMO（官民などの連携で地域観光を推進する法人

組織）で戦略的な「観光地域づくり」の推進を

一
般
質
問
（
９
月
７
日
）

８
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
議
会
→
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。
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問 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
、

身
の
振
り
方
や
避
難
方
法
は
。

答 

屋
外
で
は
、
近
く
の
丈

夫
な
建
物
や
地
下
に
避
難
。

適
当
な
建
物
が
な
い
場
合
は
、

物
陰
に
身
を
隠
す
か
地
面
に

伏
せ
て
頭
部
を
守
る
。

　
屋
内
で
は
、
窓
か
ら
離
れ

て
、
で
き
る
だ
け
窓
の
な
い

部
屋
に
移
動
。

問 

周
知
、
啓
発
、
町
の
危

機
管
理
は
。

答 
再
度
、
避
難
方
法
等
の

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
。
内
閣

府
か
ら
新
た
な
対
応
情
報
が

届
い
た
と
き
は
、
早
急
に
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周

知
す
る
。

問 

ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
す
る
の
か
。

答 

ま
ず
は
、
町
内
の
小
中

学
校
や
保
育
所
で
実
施
を
検

討
す
る
。
そ
の
後
、
町
民
向

け
の
避
難
訓
練
も
考
え
る
。

民
　
　
　
　
泊

問 

一
般
住
宅
な
ど
に
旅
行

者
を
有
料
で
泊
め
る
、
民
泊

新
法
が
早
け
れ
ば
来
年
１
月

に
施
行
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
※
民
泊
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

観
光
客
が
増
え
、
宿
泊
施
設

不
足
と
空
き
家
を
解
消
す
る

手
段
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
見
解
は
。

答 

自
宅
の
一
部
や
空
き
別

荘
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
室
な

ど
を
活
用
し
て
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
で
、
町

の
観
光
振
興
や
経
済
効
果
の

創
出
に
貢
献
で
き
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

問 

騒
音
問
題
や
防
災
、
衛

生
管
理
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

独
自
で
条
例
で
規
制
す
べ
き
。

答 

今
後
、
民
泊
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
に
伴
い
、
地
域
住
民

の
生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
注
視
し
て
い
く
。

　
必
要
が
あ
れ
ば
、
県
が
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

問 

運
転
免
許
証
自
主
返
納

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
れ
。

答 

商
工
会
な
ど
と
協
議
し

内
容
を
検
討
し
た
い
。

ミサイル想定の避難訓練は

七田　満男
町長　実施に向け検討

空き家を減らし魅力的な町へ（白山市）

J アラート　勝負は 5 分（輪島市訓練）

※
民
泊

　
旅
行
者
を
相
手
に
個
人

が
所
有
す
る
住
宅
の
空
室

や
別
宅
な
ど
に
有
料
で
泊

め
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

一
般
質
問
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問 

津
幡
町
、
津
幡
バ
イ
パ

ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
新
た
な
位
置
に
河
北
潟

縦
断
道
路
を
新
設
せ
よ
。

　
町
北
部
地
区
基
本
構
想
の

重
点
項
目
「
農
業
振
興
や
観

光
型
農
業
」
の
拠
点
と
な
り
、

交
流
人
口
増
加
や
北
部
地
区

の
発
展
に
も
直
結
す
る
。

答 
河
北
潟
干
拓
地
内
の
道

路
新
設
は
、
河
北
郡
市
の
将

来
的
な
広
域
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
大
変
重
要
だ
と
捉
え

て
い
る
。

　
長
期
的
計
画
と
見
据
え
、

関
係
す
る
自
治
体
と
連
携
し

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

河
北
潟
堤
防
沿
い
の
道

路
は
年
々
交
通
量
が
増
加
し

て
い
る
。
自
転
車
道
と
照
明

を
設
置
し
通
勤
通
学
の
安
心

安
全
の
た
め
改
良
を
図
れ
。

答 

※
連
携
中
枢
都
市
圏
の

中
で
、
堤
防
を
活
用
し
た
遊

歩
道
整
備
も
含
め
協
議
す
る
。

地
域
防
災
力
強
化

問 

日
本
消
防
協
会
が
消
防

団
の
活
性
化
と
福
利
厚
生
の

向
上
を
掲
げ
、「
※
消
防
団

応
援
の
店
」
の
全
国
展
開
を

促
進
し
て
い
る
。

　
町
で
は
過
去
に
商
工
会
と

連
携
し
類
似
施
策
で
あ
る

「
安
心
・
安
全
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
県
内
で
初
の
試
み
と

し
て
実
施
し
た
経
緯
も
あ
る
。

　
制
度
導
入
の
考
え
は
。

答 

消
防
団
員
の
魅
力
発
信

に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
り
、

県
内
で
は
金
沢
市
が
本
年
６

月
か
ら
実
施
し
、
他
４
市
町

が
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
関
係
団
体
と
協
議
し
前
向

き
に
取
り
組
み
た
い
。

問 

消
火
活
動
の
要
で
あ
る

防
火
水
槽
の
老
朽
化
対
策
を

問
う
。

答 

経
過
年
数
及
び
劣
化
の

状
況
を
踏
ま
え
、
更
新
ま
た

は
補
修
な
ど
、
最
適
な
方
法

を
検
討
す
る
。

アクセス道路の新設を
連携し協議を進めたい　町長

生田　勇人

PR 用のパンフレット

安心安全のため改良を

※
連
携
中
枢
都
市
圏

　
金
沢
市
・
白
山
市
・
か

ほ
く
市
・
野
々
市
市
・
津

幡
町
・
内
灘
町
で
構
成
さ

れ
る
。

※
消
防
団
応
援
の
店

　
消
防
団
活
動
に
賛
同
す

る
飲
食
店
を
始
め
と
す
る

事
業
者
が
、消
防
団
員
及

び
そ
の
家
族
を
対
象
に
割

引
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の
で
、日

本
消
防
協
会
が
昨
年
か
ら

展
開
す
る
制
度
。Ｈ
Ｐ
か

ら
検
索
が
可
能
で
、全
国

的
に
加
盟
登
録
店
で
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
般
質
問
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コンフォモールの賑わい創出を

清水　文雄
町長　海岸の賑わいで活性化

問 

コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘

の
賑
わ
い
な
く
し
て
、
町
の

賑
わ
い
創
出
は
な
い
。

　
平
成
27
年
作
成
の
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

千
鳥
台
地
区
商
業
区
域
を
賑

わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
拠
点

と
す
る
た
め
、
商
業
機
能
の

集
積
や
魅
力
あ
る
商
業
環
境

の
整
備
等
に
よ
る
拠
点
形
成

を
図
る
方
針
だ
。

　
内
灘
海
岸
賑
わ
い
創
出
事

業
基
本
構
想
策
定
で
の
考
え

方
を
聞
く
。

答 

基
本
構
想
で
は
、
内
灘

海
岸
の
賑
わ
い
創
出
を
目
指

し
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
拠
点
と
し
て
機
能
の
充
実

を
図
る
方
針
で
、
の
と
里
山

海
道
よ
り
海
側
に
物
産
店
や

駐
車
場
、
道
路
な
ど
の
施
設

整
備
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

　
策
定
は
、
今
後
、
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
幅
広
く
町

民
の
意
見
を
聴
取
し
進
め
る
。

　
内
灘
海
岸
の
賑
わ
い
創
出

に
あ
わ
せ
、
活
性
化
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
長
時
間
労
働

問 

４
月
か
ら
町
内
小
中
学

校
で
教
職
員
の
時
間
外
労
働

の
実
態
調
査
が
さ
れ
て
い
る
。

　
内
容
と
町
の
特
徴
点
は
。

答 

実
態
は
別
表
の
通
り
。

　
県
平
均
と
比
較
す
る
と
、

小
学
校
で
は
月
平
均
約
10
時

間
ほ
ど
多
く
、
中
学
校
で
は

部
活
動
の
割
合
が
若
干
多
く

な
っ
て
い
る
。

問 

長
時
間
労
働
改
善
へ
の

対
策
を
示
せ
。

答 

各
学
校
で
は
、
研
修
会

や
会
議
の
回
数
の
削
減
、
各

種
校
務
書
類
の
簡
素
化
を
行

な
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
で
は
週
１
日
以
上

の
部
活
動
休
業
な
ど
、
業
務

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
校
務
電
算
シ
ス

テ
ム
の
導
入
へ
調
査
研
究
を

進
め
た
い
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
定
例

会
へ
は
時
間
外
勤
務
の
状
況

報
告
し
、
長
時
間
労
働
の
軽

減
へ
協
議
、
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

問 

障
害
者
差
別
解
消
法
施

行
後
の
相
談
件
数
は
。

答 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
１

件
あ
っ
た
が
解
決
済
。

教職員の時間外勤務状況（平成29年4月～6月）

【小学校】	
○月時間外勤務（平均）の分布

～45時間 ～60時間 ～80時間 80時間～

4～6月 18.2% 20.4% 31.2% 30.2%

【中学校】
○月時間外勤務（平均）の分布

～45時間 ～60時間 ～80時間 80時間～

4～6月 18.3% 7.2% 12.4% 62.1%

能登の入口（内灘町）

一
般
質
問
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問 

出
生
後
の
赤
ち
ゃ
ん
に

必
要
な
検
査
に
か
か
る
費
用

の
状
況
は
。

答 

先
天
性
代
謝
異
常
検
査

は
、
全
て
の
新
生
児
を
対
象

に
県
の
公
費
負
担
に
よ
り
行

な
わ
れ
て
い
る
。
採
血
は
実

費
負
担
で
あ
る
。

　
新
生
児
聴
覚
検
査
は
費
用

の
公
費
負
担
制
度
は
な
い
。

問 

県
外
に
は
す
で
に
独
自

で
検
査
費
用
を
助
成
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成

長
・
発
達
の
た
め
に
は
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
、
早
期

か
ら
の
支
援
が
大
切
だ
。

　
重
要
な
検
査
と
い
う
視
点

か
ら
、
ま
た
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
な
支
援
と
い
う
観

点
か
ら
、
必
要
な
検
査
に
か

か
る
費
用
の
実
費
負
担
分
を

町
独
自
で
助
成
せ
よ
。

答 

県
内
自
治
体
の
取
り
組

み
状
況
を
調
査
研
究
す
る
。

問 

平
成
29
年
２
月
策
定
の

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

人
数
と
活
用
方
法
は
。

答 

現
在
１
８
８
９
人
。
災

害
時
に
は
各
地
区
自
主
防
災

組
織
等
に
情
報
提
供
す
る
。

　
迅
速
な
避
難
支
援
を
行
な

う
た
め
、
本
人
の
同
意
が
得

ら
れ
た
方
の
み
、
平
時
か
ら

情
報
の
提
供
を
し
て
い
る
。

問 

指
定
福
祉
避
難
所
の
避

難
対
象
者
の
想
定
は
。

答 

町
内
２
カ
所
で
約
60
人

の
避
難
が
可
能
。
今
後
は
高

齢
者
や
障
害
児
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
も
指
定
で
き
な
い

か
協
力
を
依
頼
す
る
。

問 

※K
-D

iP
S

ア
プ
リ
を

用
い
、
災
害
弱
者
を
可
視
化
、

情
報
更
新
し
、
地
域
に
必
要

な
備
蓄
量
を
算
定
で
き
る
。

　
町
で
の
導
入
を
図
れ
。

答 

現
時
点
で
活
用
は
考
え

て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

問 

女
性
活
躍
推
進
法
に
基

づ
く
市
町
村
推
進
計
画
は
。

答 

来
年
３
月
に
町
行
動
計

画
改
定
版
を
策
定
す
る
。

問 

町
内
全
て
の
子
供
を
対

象
に
病
児
保
育
料
助
成
を
。

答 

町
単
独
で
助
成
対
象
拡

充
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

問 

長
寿
お
祝
い
制
度
と
ほ

の
ぼ
の
湯
の
料
金
見
直
し
を
。

答 

改
正
案
を
10
月
の
文
教

福
祉
常
任
委
員
会
に
示
す
。

赤ちゃんの検査に助成を
県内の取り組みを調査　町民福祉部長

米田　一香

家族みんなで備えよう

すくすく元気に大きくなーれ

※K
-D

iP
S

　
金
沢
医
科
大
学
と
㈱
ア

イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
の
産

学
連
携
に
よ
っ
て
、災
害

に
備
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

シ
ス
テ
ム
開
発
の
取
り
組

み
と
し
て
開
発
さ
れ
た
電

子
ア
プ
リ
。

一
般
質
問
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後期高齢者の移動支援を

夷藤　　満
町長　回数券の配布を検討

問 

自
動
車
運
転
免
許
証
自

主
返
納
し
た
人
数
は
。

答 

平
成
25
年
度
か
ら
の
累

計
は
２
２
５
名
。

問 

免
許
証
の
返
納
者
と
後

期
高
齢
者
を
対
象
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
化
の
考

え
は
な
い
か
。

答 

返
納
者
を
無
料
に
す
る

こ
と
は
、
免
許
証
の
有
無
で

不
公
平
感
が
生
じ
、
難
し
い
。 　

後
期
高
齢
者
は
、
外
出
機

会
を
促
進
し
、
福
祉
の
面
で

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
回
数
券
の
配
布
が
可
能
か

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

運
行
経
費
を
賄
う
た
め

の
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

答 

来
年
４
月
か
ら
の
ル
ー

ト
見
直
し
と
バ
ス
増
便
を
進

め
利
便
性
の
向
上
と
収
入
の

確
保
を
目
指
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

問 

ア
ス
ベ
ス
ト
は
静
か
な

時
限
爆
弾
と
呼
ば
れ
、
数
十

年
の
潜
伏
期
間
を
経
て
中
皮

腫
や
肺
が
ん
を
引
き
起
こ
し
、

こ
れ
ま
で
労
災
認
定
な
ど
の

対
象
者
は
全
国
で
２
万
人
を

超
え
る
。

　
今
年
度
解
体
経
費
が
計
上

さ
れ
た
旧
緑
台
保
育
所
の
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
ま
た
、
千
鳥
台
公
民
館
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

も
調
査
す
る
の
か
。

答 

旧
緑
台
保
育
所
は
、
解

体
調
査
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含

有
が
確
認
さ
れ
た
。

　
千
鳥
台
公
民
館
と
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
改

修
工
事
前
に
調
査
を
行
な
い
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
飛
散
が
な
い
よ
う
対

応
し
た
い
。

　
今
後
、
施
設
の
解
体
と
改

修
工
事
等
に
は
、
平
成
26
年

の
法
改
正
に
沿
っ
た
事
前
調

査
を
行
な
い
、
法
令
に
従
い

対
応
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

問 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
言

葉
や
耳
の
不
自
由
な
方
に
災

害
情
報
や
避
難
誘
導
を
。

答 

文
字
放
送
シ
ス
テ
ム
情

報
を
伝
達
す
る
こ
と
は
可
能
。

問 

総
合
公
園
内
に
※
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
を
整
備
せ
よ
。

答 

現
在
の
計
画
に
は
な
い
。

解体される旧緑台保育所

外出機会の確保を

※
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
等
を

楽
し
む
た
め
、ジ
ャ
ン
プ

台
な
ど
の
構
造
物
が
設
置

さ
れ
た
運
動
施
設
。

一
般
質
問
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問 

孤
独
死
や
孤
立
死
が
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
と
行
政
と
の
連
携
が
重

要
だ
。

　
地
域
の
結
び
つ
き
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
、
民
生
委

員
や
行
政
の
支
援
体
制
が
必

要
。
対
応
策
を
問
う
。

答 
問
題
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
民
生
児
童
委
員
の
見
守

り
活
動
が
あ
る
。

　
ま
た
、
北
陸
電
力
や
郵
便

局
な
ど
民
間
事
業
者
４
社
と

地
域
協
定
を
結
び
、
利
用
者

に
異
変
が
あ
っ
た
際
に
通
報

す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

高
齢
者
の
抱
え
る
不
安
な
ど

に
対
応
す
る
。

問 

公
民
館
使
用
料
を
町
会

外
の
方
が
借
り
る
場
合
、
シ

ニ
ア
減
免
制
度
を
つ
く
れ
。

答 

現
行
制
度
を
維
持
。
広

域
は
考
え
て
い
な
い
。

道
徳
の
教
育
化

問 

道
徳
の
教
科
化
が
小
学

校
は
平
成
30
年
、
中
学
校
は

平
成
31
年
か
ら
始
ま
る
。

　
も
し
、
道
徳
に
成
績
を
つ

け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
教
科

書
に
よ
り
政
府
が
定
め
た
生

き
方
や
価
値
観
を
一
つ
の
物

差
し
で
子
ど
も
の
生
き
方
の

善
し
悪
し
を
決
め
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。

　
一
人
一
人
の
多
様
な
人
格

を
認
め
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
と
懸
念
し
て

い
る
が
、
見
解
を
示
せ
。

答 

戦
前
教
育
の
よ
う
な
こ

と
を
や
ろ
う
と
は
誰
も
考
え

て
い
な
い
。

　
生
命
の
尊
さ
、
善
悪
の
判

断
、
礼
儀
、
友
情
、
公
共
の

精
神
等
を
人
の
生
き
方
や

色
々
な
こ
と
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
道
徳
だ
。

　
決
し
て
押
し
つ
け
で
な
く
、

共
に
考
え
、
語
り
合
う
中
で

道
徳
性
を
養
う
と
い
う
方
向

で
授
業
は
行
な
わ
れ
、
正
し

く
優
し
い
心
、
思
い
や
り
を

育
て
る
た
め
に
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

問 

子
ど
も
医
療
費
の
自
己

負
担
総
額
を
問
う
。

答 

平
成
28
年
度
で
約
１
５

０
０
万
円
と
な
る
。

問 

町
の
健
康
診
断
に
眼
科

検
診
を
追
加
せ
よ
。

答 

金
沢
市
や
他
の
取
り
組

み
事
例
を
調
査
研
究
す
る
。

問 

林
帯
遊
歩
道
の
維
持
管

理
は
。

答 

職
員
が
随
時
、
巡
回
と

点
検
を
行
な
っ
て
い
る
。

孤独死を防ぐ対応策は
見守り活動を充実させる　町長

北川　悦子

道徳の授業（鶴ケ丘小学校）

県健康クラブ交歓大会（内灘町健康クラブ）

一
般
質
問
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大根布小の大規模改修を

太田　臣宣
教育長　来年度より実施設計

問 

大
根
布
小
学
校
は
前
回

の
大
規
模
改
修
か
ら
既
に
20

年
が
経
過
し
て
い
る
。

　
特
に
雨
漏
り
は
建
物
も
傷

み
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
。

答 

大
規
模
改
修
が
必
要
な

時
期
に
来
て
お
り
、
国
庫
補

助
事
業
の
大
規
模
改
修
は
、

前
回
か
ら
お
お
む
ね
20
年
経

過
が
対
象
で
あ
る
。

　
来
年
度
に
実
施
設
計
し
、

平
成
31
年
度
に
改
修
工
事
を

行
な
う
計
画
だ
。

問 
こ
れ
ま
で
に
も
暖
房
設

備
が
老
朽
化
し
て
い
る
報
告

が
あ
っ
た
。

　
冷
暖
房
設
備
と
し
て
更
新

し
て
は
ど
う
か
。

答 

こ
の
数
年
の
間
に
、
暖

房
設
備
の
故
障
が
何
度
か
あ

っ
た
。

　
改
修
に
あ
わ
せ
て
冷
暖
房

機
に
入
れ
か
え
る
計
画
と
し

た
い
。
ま
た
小
学
校
の
普
通

教
室
に
も
順
次
冷
房
設
備
の

設
置
も
進
め
て
い
く
。

創
業
支
援
事
業
補
助
金

問 

空
き
店
舗
の
解
消
が
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
制

度
の
周
知
徹
底
と
Ｐ
Ｒ
を
図

り
、
さ
ら
な
る
町
の
活
性
化

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
こ
の
事
業
は
商
工
会
の
会

員
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
町

の
景
観
保
全
や
空
き
店
舗
の

解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
る
。

　
来
年
度
も
創
業
支
援
事
業

補
助
金
を
継
続
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

答 

町
内
の
小
規
模
事
業
は

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

り
廃
業
す
る
方
が
増
加
し
て

お
り
、
今
後
も
町
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
支

援
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
内
灘

町
創
業
支
援
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
で
は
、
実
施
期
間
を

今
年
度
限
り
と
定
め
て
い
る

が
、
対
象
者
を
町
民
に
限
定

す
る
な
ど
制
度
の
見
直
し
を

検
討
し
、
来
年
度
以
降
も
継

続
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

問 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
の
再
開
は
。

答 

地
域
経
済
の
状
況
を
見

据
え
検
討
し
た
い
。

問 

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
奨
励

金
を
来
年
度
拡
充
せ
よ
。

答 

前
向
き
に
検
討
す
る
。

ハード系のパンをお手頃に（ブリーズドゥメール）

よりよい学習環境を

一
般
質
問
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問 

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を

引
き
出
し
、
観
光
地
域
化
を

進
め
る
た
め
、
観
光
産
業
と

商
工
業
を
強
く
結
び
、
観
光

地
経
営
の
視
点
に
立
つ
総
合

戦
略
窓
口
と
し
て
※
Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
設
置
せ
よ
。

答 

ま
ず
は
町
観
光
協
会
の

体
制
整
備
、
組
織
の
強
化
が

必
要
だ
。
観
光
産
業
を
取
り

巻
く
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み

は
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

問 

駅
前
に
観
光
案
内
所
が

設
置
さ
れ
、
８
月
ま
で
に
３

２
６
人
、
う
ち
外
国
人
は
１

０
７
人
が
訪
れ
、
旅
行
者
数

が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。

　
町
は
、
案
内
所
の
設
置
と

調
査
を
ど
う
捉
え
た
の
か
。

答 

内
灘
町
を
訪
れ
る
旅
行

者
が
増
加
し
て
い
る
。

　
旅
行
者
の
利
便
性
を
図
り
、

観
光
情
報
を
発
信
す
る
上
で

も
、
観
光
案
内
所
は
重
要
で

あ
る
。

問 

海
水
浴
場
の
情
報
共
有
、

問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
等
の

課
題
解
決
に
向
け
、
案
内
所

の
平
日
の
開
所
や
時
間
の
延

長
、
旅
行
者
の
動
向
調
査
を

行
な
え
る
よ
う
、
常
設
化
へ

向
け
た
考
え
は
あ
る
か
。

答 
観
光
協
会
と
協
議
を
し
、

ど
の
よ
う
な
課
題
と
解
決
策

が
あ
る
か
検
討
し
て
い
く
。

　
１
日
当
た
り
の
利
用
者
が

少
な
く
、
費
用
対
効
果
の
面

か
ら
も
常
設
化
は
難
し
い
。

問 

内
灘
駅
前
と
海
岸
は
関

連
が
深
く
切
り
離
せ
な
い
。

観
光
地
域
化
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

答 

内
灘
駅
周
辺
整
備
事
業

基
本
構
想
及
び
内
灘
海
岸
賑

わ
い
創
出
事
業
基
本
構
想
の

策
定
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検

討
委
員
会
を
設
置
す
る
。

　
観
光
協
会
の
メ
ン
バ
ー
も

含
め
、
幅
広
く
町
民
の
意
見

を
聴
取
し
な
が
ら
策
定
を
進

め
た
い
。

ＤＭＯで観光地域づくりを
観光協会の組織強化が必要　

都市整備部
担当部長

磯貝　幸博

常設化が望まれる駅前観光案内所

内灘海岸に惹かれて

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
「
観
光
地
経
営
」
の
視

点
に
立
ち
、観
光
地
域
づ

く
り
の
舵
取
り
の
役
割
を

果
た
す
法
人
。

　
関
係
団
体
を
と
り
ま
と

め
、総
合
窓
口
と
し
て
機

能
す
る
。

一
般
質
問
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　羽幌町とは、昭和55年の姉妹都市提携後よ
り今日に至るまで、子ども達のスポーツ・文
化交流、民間交流、近年は互いの特産品 PR を
行なうなど積極的な交流を続けています。

羽幌炭鉱跡地を視察
　今回の訪問では、昭和 15 年の採炭から昭
和 45 年の閉山まで隆盛を誇った「羽幌炭鉱」
を視察しました。当時、人口は 3 万人を超え、
炭鉱で働く人や家族の福利厚生が進んでおり、
最新の映画・宝塚・歌謡祭など多くの催しが
あったようです。当町も北陸の宝塚と言われ
た粟ヶ崎遊園があったことから羽幌町をより
身近に感じることが出来ました。当時のまま
荒れ放題となっている炭鉱跡でしたが、現在、
映画のロケ地にもなっており、今後の観光地
化の検討が課題とのことでした。

　猿払村とは平成 27 年 10 月に友好都市提
携し、現在、夏祭り等で相互に特産品の PR
を行なうなど交流を進めているところです。
今回、友好提携後、議会として正式に訪問
視察を行ないました。

小学校間交流事業
　今回初の試みで、鬼志別小学校と西荒屋
小学校の児童が双方向通信システムで、同時
に給食を味わいました。両町の特産品を使っ
た給食を互いに見ながら、音声と映像で楽し
い昼食となっていました。様々な交流を行な
いながら、両町村の良いところを高め、今後
の交流が深まるこを願っております。

ホタテ総合水産加工場
　平成 28 年新設された村の基幹産業である
ホタテ総合水産加工場を視察しました。水
揚げされたホタテを乾燥ホタテに加工し、
商品として付加価値をつけて国内外に販売
しており、六次産業として確立し、村の人々
の雇用にも貢献していました。

平成29年10月3日～6日　姉妹都市と友好都市を全議員で親善訪問

北海道羽幌町

北海道猿払村友好都市提携後
　　議会正式訪問

姉妹都市

友好都市

その他猿払村内視察
・小規模多機能型居宅介護施設　楽楽心（ららはーと）
・牛乳と肉の館

親
善
訪
問

20うちなだ議会だより  第131号　平成29年11月2日



ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

　創業支援事業が進まない中、今後どうする
のか。

平成27年12月会議 七田　満男

チャレンジショップ・チャレンジ育成
事業で町の活性化を促進せよ

　人工芝は、芝の管理や修繕費用もかからず、
長期で考えると維持管理費の削減につながる。

平成23年9月議会 太田　臣宣

サッカー場には
人工芝を整備せよ

先進事例を調査研究し、
具体的な支援策を検討する

　より使いやすい制度へと見直し、商工会等
と連携を強化し周知啓発に努める。

平成23年度中に計画の見直しを
行ないたい

　平成 24 年度実施設計を行ない、平成 27 年
度までに整備を図りたい。

その後 その後

答　弁 答　弁

平成28年4月
賃借も助成対象に

　創業に要する改装工事費等の2分の1
（上限50万円）の助成に加え、賃借料の3
分の2（上限10万円／月）も助成を開始
しました。

平成27年3月
総合公園内に完成

　平成27年4月1日から利用されています。
試合用の一般コートでは1面、少年用コート
では2面が使用できます。

支援事業第 1 号店 日本サッカー協会公認人工芝コート
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リサイクルペーパーを使用しています。

1部あたりの単価は38.8円です。
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磯
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幸
博

　
委
　
　
員
　
七
田
　
満
男

　
委
　
　
員
　
川
口
　
正
己

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
編
集
は
、

議
会
視
察
や
衆
議
院
議
員
総
選

挙
な
ど
、
何
か
と
慌
た
だ
し
い

中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

委
員
が
力
を
合
わ
せ
、「
議
会

終
了
後
50
日
以
内
の
発
行
」
に

間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
て
、

ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
衆
議
院
選
挙
は
政
権
選
択
選

挙
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
、

今
後
の
国
政
や
地
方
自
治
に
反

映
さ
れ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
我
々
編
集
委
員
も
、
町
の
施

策
や
議
会
議
論
を
も
っ
と
解
り

や
す
く
、
政
治
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
頂
け
る
「
う
ち
な
だ
議

会
だ
よ
り
」
と
な
る
よ
う
、
今

後
も
誌
面
編
纂
に
磨
き
を
か
け

て
い
く
所
存
で
す
。

�

〔
生
田
　
勇
人
〕

質
問
項
目

①
何
屋
さ
ん
で
す
か
？

②
自
慢
の
一
品
は
？

③
ミ
ル
ク
王
国
の
商
品
名

を
教
え
て
下
さ
い
。

④
商
品
開
発
ま
で
の
ご
苦

労
や
お
ス
ス
メ
ポ
イ
ン

ト
な
ど
。

⑤
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣

味
は
？

⑥
理
想
の
町
は
ど
ん
な
町
？

⑦
町
へ
望
む
こ
と
。

今
回
は
地
元
の
牛
乳
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い

る「
ミ
ル
ク
王
国
の
店
」

の
中
か
ら
３
名
の
方
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お店屋さんシリーズ ①

る
び
な
・
ば
い
ざ
べ
い�

大
根
布
７

①
イ
ン
ド
料
理
屋
で
す
。

②
ミ
ル
ク
王
国
の
品
で
も
あ
る
ほ
う
れ

ん
草
と
自
家
製
チ
ー
ズ
の
カ
レ
ー
。

③
ラ
ッ
シ
ー
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
。

④
16
年
前
に
開
店
し
た
時
か
ら
使
っ
て

い
ま
し
た
。
イ
ン
ド
料
理
に
は
自
家

製
の
チ
ー
ズ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
欠
か

せ
な
い
。色
々
試
し
、一
番
合
っ
て
い

た
の
が
河
北
潟
の
牛
乳
で
し
た
。

⑤
姉
妹
２
人
で
食
べ
歩
き
で
す
。

⑥
内
灘
に
来
れ
ば
何
か
あ
る
か
も
！
と

人
が
自
然
と
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な

賑
わ
っ
て
い
る
町
。

⑦
宿
泊
施
設
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
誘

致
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

山
崎 

由
紀
子
さ
ん
・ 

恵
津
子
さ
ん

灘
乃
華
本
舗
あ
さ
井�

旭
ヶ
丘

①
和
菓
子
屋
で
す
。

②
今
の
季
節
だ
と
能
登
栗
を
使
っ

た
栗
最
中
や
栗
き
ん
と
ん
。
栗

が
無
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

③
内
灘
金
時
。
11
月
に
新
商
品
販

売
予
定
な
の
で
お
楽
し
み
に
。

④
中
の
餡
の
さ
つ
ま
い
も
の
風
味

と
牛
乳
の
割
合
の
調
整
が
難
し

く
苦
労
し
ま
し
た
。

⑤
買
い
物
や
趣
味
の
掃
除
で
す
。

⑥
み
ん
な
が
笑
っ
て
い
ら
れ
る
町
。

⑦
能
登
へ
つ
な
が
る（
の
と
里
山

海
道
に
）道
の
駅
の
整
備
。

浅
井 

泰
彦
さ
ん

は
ね
や�

向
陽
台
１

①
和
食
屋
で
す
。

②
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
品
。
今

か
ら
だ
と
牡
蠣
・
河
豚
・
蟹
料

理
で
す
。

③
ぷ
り
ん
プ
リ
ン
と
み
る
く
豆
腐
。

不
思
議
な
こ
と
に
50
～
60
代
の

男
性
に
人
気
が
あ
り
び
っ
く
り
。

④
み
る
く
豆
腐
の
柔
ら
か
さ
と
口

当
た
り
の
よ
さ
を
出
す
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
。

⑤
の
ん
び
り
過
ご
す
。

⑥
訪
れ
て
み
た
く
な
る
町
。

⑦
町
の
風
景
写
真
を
も
っ
と
沢
山

Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

前
田 

利
幸
さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

米
田 

一
香

議会を
傍聴しませんか

議会事務局
TEL286－6715

次の定例会議は12月に
開催されます。詳しくは、
町ホームページをご覧く
ださい。
傍聴の受付は当日、庁舎 3
階エレベータ横で行なって
います。

モーさん
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